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校
長
協
会
は
「
集
計
結
果
」
文
書
に
お
い
て
、

強
制
異
動
以
外
の
一
般
異
動
に
つ
い
て
も
、「
希

望
だ
け
に
限
ら
ず
、
通
勤
可
能
な
範
囲
で
の
積
極

的
な
異
動
を
希
望
し
た
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

校
長
協
会
は
、
つ
い
に
、
す
べ
て
の
異
動
の
強
制

異
動
化
を
要
望
事
項
と
す
る
に
至
っ
た
。 

 
本
研
究
は
、
校
長
協
会
は
基
本
的
に
は
校
長
ら

の
「
親
睦
団
体
」
で
あ
り
、
到
底
「
教
育
研
究
団

体
」
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。
規

約
改
正
は
こ
れ
に
対
す
る
反
応
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
校
長
協
会
は
そ
の
内
部
に
「
茨
城
県
高
等
学

校
長
協
会
親
睦
会
」
を
設
置
し
て
、
熱
心
に
親
睦

活
動
を
営
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
批
判
を
か
わ
そ

う
と
し
て
、
た
ん
に
外
見
上
親
睦
活
動
を
分
離
し

に
す
ぎ
な
い
。 

た

 

同
時
に
校
長
協
会
は
、
第
三
条
（
事
業
）
か
ら
、

第
五
項
の
「
会
員
の
福
利
厚
生
」
を
削
除
し
、「
福

厚
生
」
事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
し
た
。 

利

 

本
研
究
は
、
校
長
協
会
が
一
部
で
地
方
公
務
員

法
に
い
う
「
職
員
団
体
」
的
活
動
を
し
て
い
る
事

実
を
指
摘
し
て
き
た
。
規
約
改
正
は
、
こ
れ
に
対

す
る
反
応
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
福
利
厚
生
」
事

業
か
ら
撤
退
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
あ
わ
せ

て
規
約
第
一
三
条
第
一
項
を
改
正
し
、
八
つ
あ
る

委
員
会
の
う
ち
「
給
与
厚
生
委
員
会
」
を
廃
止
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
ち
ら
の

方
は
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

 

校
長
協
会
は
今
回
の
規
約
改
正
で
、
も
う
一
つ

間
違
い
を
お
か
し
た
。
右
の
規
約
第
二
条
の
条
文

中
で
、
本
来
は
「
会
員
の
職
能
向
上
」
で
あ
る
と

こ
ろ
を
誤
っ
て「
会
員
の
機
能
向
上
」と
表
記
し
、

の
ま
ま
承
認
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

校
長
の
「
機
能
」
？ 

そ

 

機
関
誌
『
會
誌
』（
年
刊
）
の
巻
末
に
毎
号
掲
載

さ
れ
て
き
た
校
長
協
会
規
約
に
お
い
て
、
一
九
九

〇
（
平
成
二
）
年
以
来
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
「
機

 

校
長
協
会
は
、
県
教
育
委
員
会
に
対
し
て
毎
年

度
「
人
事
要
望
」
を
提
出
し
て
き
た
。
こ
の
「
校

長
会
人
事
要
望
」
は
、
教
職
員
人
事
全
般
に
対
す

る
校
長
協
会
の
組
織
的
介
入
の
一
環
で
あ
り
、
実

の
な
い
形
式
的
行
為
で
は
な
い
。 

質

 

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
度
に
お
け
る
強
制
異
動

方
針
の
採
用
は
、
教
育
委
員
会
の
事
務
局
た
る
教

育
庁
が
当
の
教
育
委
員
会
の
議
決
を
経
な
い
ま
ま
、

翌
々
年
度
の
人
事
方
針
を
独
断
で
「
決
定
」
し
て

「
予
告
」
す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
独
走
劇
だ
っ

た
。
こ
れ
は
、
行
政
経
験
皆
無
の
増
田
一
也
総
和

高
校
長
（
当
時
。
現
在
県
教
育
委
員
会
委
員
長
）

の
教
職
員
第
二
課
長
へ
の
「
一
一
〇
人
抜
き
」
で

の
特
進
と
、
自
民
党
県
議
団
に
よ
る
執
拗
な
県
議

会
質
問
の
も
と
、
そ
れ
ら
に
呼
応
す
る
県
高
校
長

協
会
の
組
織
的
圧
力
行
使
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ

た
（
本
研
究
第
四
回
）
。 

 

昨
年
度
、校
長
協
会
は
本
研
究
に
対
抗
す
る「
Ｉ

Ｔ
革
命
」
の
一
環
と
し
て
、
校
長
協
会
文
書
の
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
に
踏
み
切
り
、「
人
事
要
望
書
」を

廃
止
し
た
。
口
頭
で
の
要
望
表
明
に
切
り
替
え
、

要
望
内
容
の
開
示
阻
止
を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
要
望
取
り
ま
と
め
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
文
書
が
条
例
に
よ
り
開
示
さ
れ
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
と
、
別
の
関
連
文
書
か
ら
わ
か
っ

た
「
要
望
事
項
」
と
の
内
容
上
の
食
い
違
い
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。「
要
望
事
項
」
は
、
一
部
幹
部
の

強
硬
意
見
に
強
く
支
配
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
（
本
研
究
第
五
回
）
。 

校
長
会
の
文
書
開
示
阻
止
策 

 

九
月
二
八
日
、
県
高
校
長
協
会
は
、
こ
の
「
集

計
結
果
」
に
も
と
づ
く
「
人
事
要
望
」
を
県
教
育

委
員
会
に
提
出
し
た
。県
教
育
委
員
会
側
か
ら
は
、

川
俣
勝
慶
教
育
長
以
下
、
教
育
次
長
二
名
、
高
校

教
育
課
長
、
特
殊
教
育
課
長
な
ど
一
五
名
が
列
席

し
た
。
校
長
協
会
か
ら
は
、
池
田
都
實
康
協
会
長

以
下
、
副
協
会
長
三
名
と
管
理
委
員
長
の
五
名
が

出
席
し
た
。（
校
長
ら
は
、
任
意
団
体
＝
県
高
校
長
協
会

の
活
動
に
自
分
で
自
分
に
旅
行
命
令
を
発
し
て
公
費
か

旅
費
・
日
当
の
支
給
を
受
け
た
。） 

ら

 

校
長
協
会
は
昨
年
に
続
い
て
要
望
文
書
を
作
成

せ
ず
、
口
頭
で
要
望
を
表
明
し
た
。
要
望
を
受
け

た
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
記
録
文
書
に
よ
れ

ば
、
校
長
協
会
は
強
制
異
動
方
針
を
含
む
現
行
の

異
動
方
針
に
つ
い
て
、「
教
職
員
の
意
識
の
中
に

定
着
し
て
い
る
の
で
こ
の
ま
ま
進
め
、
引
き
続
き

趣
旨
の
定
着
を
は
か
っ
て
欲
し
い
」
と
し
た
う
え

で
、
強
制
異
動
に
つ
い
て
は
「
趣
旨
に
賛
成
の
校

長
が
多
数
で
あ
る
。
基
本
原
則
に
基
づ
い
て
、
例

外
措
置
は
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
て
欲
し
い
。農
、

工
、
商
、
養
教
、
実
助
に
も
ル
ー
ル
の
適
用
が
あ

っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
た
。 

「
趣
旨
に
賛
成
の
校
長
が
多
数
で
あ
る
」
と
言
っ

た
と
こ
ろ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
数
値
も
示
さ

な
い
の
で
は
説
得
力
に
欠
け
る
。（
校
長
協
会
は
「
集

結
果
」
の
提
出
も
取
り
止
め
た
。） 

計
 

強
制
異
動
方
針
が
「
教
職
員
の
意
識
の
中
に
定

着
し
て
い
る
」
と
す
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
示
さ
れ

て
い
な
い
。 

強
制
異
動
拡
大
要
望 

今
年
度
の
「
人
事
要
望
」 

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
類
推
し
て
も
、
一
校
一
人
の

少
数
職
種
の
教
職
員
の
強
制
異
動
は
事
実
上
不
可

で
あ
る
。 

校
長
協
会
管
理
委
員
会 

「
人
事
要
望
」
の
原
案
を
作
成
し
た
校
長
協
会
管

理
委
員
会
は
、
校
長
協
会
に
八
つ
あ
る
委
員
会
の

一
つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
。
管
理
委
員
会
こ

、
校
長
協
会
の
心
臓
部
で
あ
る
。 

そ

 

メ
ン
バ
ー
二
四
名
の
な
か
に
は
、
協
会
長
の
池

田
都
實
康
水
戸
一
高
校
長
（
教
育
次
長
／
三
四
位
）
、

副
協
会
長
の
北
島
瑞
男
水
戸
二
高
校
長
（
指
導
課
長

／
四
位
）
と
清
水
紀
弘
水
戸
高
等
養
護
学
校
長
（
教

二
課
特
殊
教
育
室
長
／
一
二
位
相
当
）
、
書
記
の
小
神

野
藤
雄
下
館
一
高
校
長
（
教
研
セ
ン
タ
ー
課
長
／
二
六

位
）
の
ほ
か
、
県
北
・
秋
山
和
衛
太
田
一
高
校
長

（
教
研
セ
ン
タ
ー
所
長
／
四
位
）
、
県
南
・
鈴
木
忠
治

竜
ヶ
崎
一
高
校
長
（
三
九
位
）
、
県
西
・
湯
本
孝
下

妻
二
高
校
長
（
保
健
体
育
課
係
長
／
三
七
位
）
の
各
地

区
校
長
協
会
長
ら
が
顔
を
並
べ
る
（
括
弧
内
は
、
教

育
庁
等
で
の
経
歴
と
「
出
世
ラ
ン
キ
ン
グ
」
順
位
＝
本
研

究
第
九
回
）
。
こ
れ
に
、
土
浦
一
高
を
は
じ
め
、
日

立
二
高
、
下
妻
一
高
、
水
海
道
一
高
な
ど
の
校
長

加
わ
る
。 

が

 

勤
務
先
の
校
名
を
一
瞥
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
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会の機能      

校
長
会
の
親
睦
活
動
と
福
利
厚
生
活
動 

 

県
高
校
長
協
会
の
下
部
組
織
で
あ
る
地
区
高
校

長
協
会
（
県
北
・
水
戸
・
県
東
・
県
南
・
県
西
の
五
つ
。

各
々
第
一
通
学
区
か
ら
第
五
通
学
区
に
対
応
）
が
、
本

年
四
月
中
旬
に
開
催
し
た
総
会
に
お
い
て
一
斉
に

規
約
改
正
を
お
こ
な
い
、
会
の
「
目
的
」
か
ら
「
親

睦
」
の
二
文
字
を
抹
消
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
さ

に
見
た
通
り
で
あ
る
（
本
研
究
第
一
一
回
）
。 

き

 

県
高
校
長
協
会
本
体
も
、
五
月
一
七
日
に
水
戸

市
の
県
立
青
少
年
会
館
で
開
催
し
た
全
体
会
で
、

同
様
の
規
約
改
正
を
お
こ
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
規

約
第
二
条
（
目
的
）
の
「
本
会
は
、
茨
城
県
高
等
学

校
教
育
の
振
興
と
会
員
の
機
能
向
上
を
図
り
、
あ

わ
せ
て
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

。」
と
あ
る
う
ち
の
傍
線
部
分
を
削
除
し
た
。 
る

能
」
と
誤
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
誰
一
人
気
づ
か

な
か
っ
た
う
え
、
今
回
の
改
正
案
を
作
成
す
る
に

あ
た
り
現
行
規
約
条
文
・
改
正
案
条
文
と
も
に「
機

能
」
と
表
記
し
て
、
全
体
会
の
場
で
満
場
一
致
で

承
認
し
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
の
誤
植
が
、
と
う
と

規
約
の
正
文
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

う

 

次
回
規
約
改
正
ま
で
の
当
分
の
間
（
今
の
と
こ
ろ

そ
の
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
）
、
県
高
校
長
協

会
の
会
員
は
、
み
ず
か
ら
の
「
機
能
」
の
向
上
を

め
ざ
し
て
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

強
制
異
動
と
校
長
会 

 

一
一
月
二
六
日
、
県
教
育
委
員
会
は
「
県
立
学

校
長
会
議
」
を
招
集
し
、
校
長
ら
に
今
年
度
の
人

事
異
動
に
つ
い
て
伝
達
し
た
。
今
年
も
ま
た
人
事

季
節
が
や
っ
て
き
た
。 

の

 

校
長
協
会
は
昨
年
度
の
反
省
の
う
え
に
た
ち
、

今
年
度
は
校
長
協
会
管
理
委
員
会
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
集
計
文
書
か
ら
集
計
結
果
の
数
値
を
削
除
し

た
。
こ
う
し
て
「『
教
員
の
人
事
に
関
す
る
調
査
』

集
計
結
果
」（
平
成
一
三
年
六
月
一
三
日
）
が
作
成
さ

れ
た
が
、
従
来
各
々
の
要
望
に
つ
い
て
そ
の
理
由

も
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
う
え
、
今
回
、
要
望
の

根
拠
と
な
る
数
値
も
省
か
れ
た
こ
と
で
、
あ
れ
こ

れ
の
「
要
望
事
項
」
が
漫
然
と
並
ぶ
だ
け
の
文
書

な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

に

 

集
計
結
果
を
明
示
し
て
「
多
数
意
見
」
た
る
こ

と
を
誇
示
し
、
県
教
育
委
員
会
に
要
望
事
項
の
実

行
を
強
硬
に
迫
る
た
め
の
も
の
が
、
ゆ
き
す
ぎ
た

「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
に
よ
っ
て
説
得
力
を
喪
失
す
る
結

果
に
な
っ
た
。 

 

強
制
異
動
方
針
は
、「
年
齢
・
教
科
科
目
・
男
女

の
構
成
」
の
か
た
よ
り
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
と

の
触
れ
込
み
で
導
入
さ
れ
な
が
ら
、
学
校
に
よ
る

教
職
員
構
成
の
顕
著
な
不
均
衡
は
、
改
善
さ
れ
る

ど
こ
ろ
か
む
し
ろ
拡
大
し
た
。
と
り
わ
け
教
育
困

難
校
か
ら
、
引
き
続
き
勤
務
を
希
望
す
る
経
験
者

ま
で
根
こ
そ
ぎ
転
出
さ
せ
て
、
甚
大
な
打
撃
を
与

え
た
。
現
在
、
強
制
異
動
を
手
放
し
で
礼
讃
す
る

況
で
は
な
い
。 

状

 

そ
う
し
た
な
か
で
校
長
協
会
は
強
制
異
動
の
拡

大
を
主
張
し
、「
農
、
工
、
商
、
養
教
、
実
助
に
も

ル
ー
ル
の
適
用
」
を
求
め
て
い
る
。
職
業
高
校
統

廃
合
の
進
行
も
あ
っ
て
、
職
業
教
科
の
教
諭
や
実

習
職
員
の
強
制
異
動
な
ど
現
実
性
が
な
い
。ま
た
、

昨
年
度
県
教
育
委
員
会
が
と
う
と
う
芸
術
科
教
諭

に
つ
い
て
強
制
異
動
対
象
か
ら
除
外
せ
ざ
る
を
え



 

人
た
ち
は
協
会
の
「
進
路
指
導
委
員
会
」
あ
た
り

で
教
育
研
究
に
専
念
す
る
の
が
順
当
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
「
天
下
り
」
組
を
中
心
と
す
る

出
世
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
校
長
ら
は
、
伝
統
校
＝

進
学
校
ポ
ス
ト
を
独
占
的
に
承
継
し
て
校
長
協
会

幹
部
と
し
て
君
臨
し
た
う
え
で
、
人
事
管
理
専
門

部
と
し
て
の「
管
理
委
員
会
」メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
現
役
の
教
育
次
長
や
課
長
、課
長
補
佐
、

管
理
主
事
な
ど
教
育
庁
勤
務
の
後
輩
ら
（
近
い
将
来

の
同
朋
）
に
対
し
て
人
事
上
の
圧
力
を
及
ぼ
す
の

あ
る
。 

で

 

校
長
協
会
が
み
ず
か
ら
標
榜
す
る
よ
う
な
「
教

育
研
究
団
体
」
で
は
な
く
、
教
育
行
政
に
対
す
る

ロ
ビ
イ
ス
ト
活
動
を
主
目
的
と
す
る「
圧
力
団
体
」

で
あ
る
こ
と
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。 

教
員
の
人
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト 

 

管
理
委
員
会
が
作
成
し
た
「
教
員
の
人
事
に
関

す
る
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
前
述
し
た

五
月
一
七
日
の
全
体
会
の
場
で
会
員
の
校
長
ら
に

付
さ
れ
た
。 

配

 

各
設
問
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
回
答
項
目
が

四
つ
な
い
し
五
つ
用
意
さ
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
、

強
制
異
動
に
つ
い
て
の
質
問
事
項
の
う
ち
「（
一
）

異
動
先
に
つ
い
て
」
に
対
し
て
は
、「
（
ア
）
希
望

の
範
囲
内
で 

（
イ
）
グ
ル
ー
プ
分
け
の
再
検
討 

（
ウ
）
異
動
先
の
校
長
に
事
前
の
打
診
を 

（
エ
）

一
部
の
学
校
へ
の
偏
り
を
避
け
る
」
と
い
う
選
択

が
示
さ
れ
て
い
る
。 

肢

 

強
制
異
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
続
を
前
提
と

し
た
選
択
肢
し
か
用
意
さ
れ
ず
、
廃
止
や
緩
和
を

求
め
る
選
択
肢
は
な
い
。「
趣
旨
に
賛
成
の
校
長

が
多
数
で
あ
る
」
と
い
う
「
人
事
要
望
」
は
、
こ

よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

の

 

さ
ら
に
強
制
異
動
に
つ
い
て
は
、「
（
四
）
そ
の

他
全
体
的
に
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
（
ア
）

農
・
工
・
商
の
教
諭
等
（
実
習
助
手
・
養
護
）
に

も
ル
ー
ル
の
適
用
を
し
て 

（
イ
）
新
採
八
年
に

つ
い
て
再
考
を
し
て 

（
ウ
）
五
五
歳
以
上
で
も

グ
ル
ー
プ
異
動
の
対
象
に
し
て 

（
エ
）
広
域
な

人
事
を
し
て 

（
オ
）
一
五
年
を
一
〇
年
に
し
て
」

の
五
つ
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
、
強
制
異

動
の
範
囲
拡
大
や
強
制
の
度
合
の
強
化
を
求
め
る

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。（
た
だ
し
イ
は
趣
旨
不
明
。） 

削
除
さ
れ
た
選
択
肢 

 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら

た
の
か
。 

れ

 

全
体
会
に
先
立
つ
五
月
一
四
日
、
友
部
町
の
教

育
研
修
セ
ン
タ
ー
第
五
研
修
室
で
管
理
委
員
会
の

会
議
が
開
か
れ
た
。
こ
こ
で
、
三
日
後
に
配
付
す

ア
ン
ケ
ー
ト
の
検
討
が
お
こ
な
わ
れ
た
。 

る

 

会
議
に
は
管
理
委
員
会
役
員
会
（
委
員
長
＝
三
輪

志
郎
土
浦
一
高
校
長
〔
水
戸
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
課
長
／

四
七
位
〕、
副
委
員
長
＝
大
木
弘
寿
太
田
二
高
校
長
〔
県

体
協
本
部
／
一
二
位
〕・
梅
澤
浩
水
海
道
一
高
校
長
〔
一

〇
一
位
〕、
書
記
＝
小
倉
征
夫
協
和
養
護
学
校
長
〔
婦
人

会
館
主
査
／
一
九
位
相
当
〕）
か
ら
原
案
が
提
出
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
日
の
討
議
の
結
果
、
原
案
に

重
大
な
変
更
が
加
え
ら
れ

 

は

た
。

 

ま
ず
役
員
会
原
案
中
、「
一 

管
理
職
の
登
用

に
関
し
て
」
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
「
困
難
校
で
の

経
験
・
実
績
の
評
価
を
」
が
削
除
さ
れ
た
。
県
教

育
委
員
会
は
公
式
に
は
「
困
難
校
」
の
存
在
自
体

を
認
め
ず
、
し
た
が
っ
て
当
該
用
語
の
使
用
に
さ

え
神
経
を
尖
ら
せ
る
。
校
長
協
会
と
し
て
も
そ
れ

に
倣
っ
た
と
も
言
え
よ
う
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に

い
意
味
が
あ
る
。 

深

 

校
長
協
会
の
上
級
幹
部
を
独
占
す
る「
天
下
り
」

組
は
、
進
学
校
＝
伝
統
校
に
集
中
し
、「
生
え
抜

き
」
組
の
多
く
は
困
難
校
や
新
設
高
校
の
校
長
に

甘
ん
じ
て
い
る
。「
天
下
り
」
組
の
多
く
は
、
教
諭

と
し
て
進
学
校
に
在
職
し
て
い
た
時
に
当
該
校
の

「
天
下
り
」
組
校
長
の
手
引
き
で
教
育
庁
入
り
を

果
た
し
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。
進
学
校
優
遇

＝
困
難
校
冷
遇
と
い
う
県
教
育
行
政
の
基
本
政
策

は
、「
天
下
り
」組
幹
部
の
個
人
的
利
害
と
か
た
く

び
つ
い
て
い
る
。 

結

 

し
た
が
っ
て
、
教
育
困
難
校
を
重
視
す
べ
し
と

い
う
要
望
は
、「
天
下
り
」組
が
取
り
仕
切
る
教
職

員
人
事
に
対
す
る
告
発
、抗
議
に
な
り
か
ね
な
い
。

「
天
下
り
」
組
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
の
、
教
育
庁
中
枢
か
ら
天
下
っ
た
人
た
ち

の
神
経
を
い
た
く
逆
撫
で
す
る
、
き
わ
ど
い
選
択

肢
な
の
だ
。（
会
議
の
場
で
の
彼
ら
の
渋
面
が
髣
髴
と
す

。） 

る

 

同
様
に
し
て
、
強
制
異
動
に
あ
た
っ
て
は
「
専

任
の
生
徒
指
導
教
員
配
置
校
〔
教
育
困
難
校
の
こ
と
〕

等
か
ら
の
該
当
者
の
希
望
を
優
先
し
て
」
と
い
う

択
肢
が
省
か
れ
た
。 

選

 

さ
ら
に
、一
般
異
動
に
関
し
て
、「
専
任
の
生
徒

指
導
教
員
配
置
校
等
の
勤
務
者
に
不
公
平
感
を
与

え
な
い
よ
う
な
異
動
を
」
と
の
選
択
肢
か
ら
、
か

ん
じ
ん
の
傍
線
部
分
が
削
除
さ
れ
、
わ
け
の
分
か

ら
な
い
設
問
に
な
っ
た
。 

人
事
手
続
き
の
秘
密 

「
天
下
り
」
組
の
権
益
保
護
の
た
め
の
慎
重
な
改

訂
手

き
は
、
さ
ら
に
続
く
。 

続

「
四 

人
事
事
務
に
関
し
て
」
に
は
、
管
理
委
員

会
役
員
会
原
案
で
は
当
初
五
つ
の
選
択
肢
が
用
意

さ
れ
て
い
た
が
、「
教
育
庁
か
ら
の
異
動
者
に
つ

い
て
、
内
示
の
と
き
氏
名
等
の
具
体
的
な
情
報
を

知
ら
せ
て
ほ
し
い
」と
、「
打
診
の
後
校
長
の
内
諾

ま
で
も
う
少
し
時
間
が
ほ
し
い
」
の
二
つ
の
選
択

肢
が
削
除
さ
れ
た
。 

「
教
育
庁
か
ら
の
異
動
」
と
い
う
場
合
、
教
諭
と

し
て
の
異
動
は
ご
く
稀
で
あ
る
。
校
長
と
し
て
の

異
動
は
、
現
任
の
校
長
が
退
職
な
い
し
転
任
す
る

場
合
に
限
ら
れ
る
が
、
当
該
校
長
に
は
あ
ら
か
じ

め
そ
れ
を
知
る
こ
と
に
は
特
段
の
意
味
は
な
い
。

だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
教
育
庁
か
ら
の
新
任
教
頭

し
て
の
赴
任
の
こ
と
を
指
す
。 

と

 

し
た
が
っ
て
「
教
育
庁
か
ら
の
異
動
」、
つ
ま
り

教
頭
の
「
天
下
り
」
は
、
赴
任
先
の
校
長
に
あ
ら

か
じ
め
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
い
か
な
る
意
味
が
あ
る

の
か
は
、
抹
殺
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
選
択
肢
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。 

校
長
の
「
内
諾
」 

「
打
診
の
後
校
長
の
内
諾
ま
で
も
う
少
し
時
間
が

ほ
し
い
」
と
い
う
の
は
、
少
々
分
か
り
に
く
い
文

言
で
あ
る
が
、
教
職
員
の
異
動
に
際
し
て
の
現
任

校
の
校
長
の
「
内
諾
」
と
、
転
任
先
の
校
長
の
「
内

」
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。 

諾

 

現
任
校
の
校
長
の「
内
諾
」に
関
し
て
い
え
ば
、

校
長
の
意
見
は
、県
教
育
委
員
会
に
上
申
す
る「
異

動
に
対
す
る
校
長
意
見
」
と
し
て
あ
ら
か
じ
め
表

明
さ
れ
て
い
た
（
本
研
究
第
八
回
）
。
し
か
し
、
役
員

会
原
案
で
「
打
診
の
後
校
長
の
内
諾
ま
で
も
う
少

し
時
間
が
ほ
し
い
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、「
打
診
」

の
際
に
も
、
現
に
校
長
の
「
内
諾
」
行
為
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。つ
ま
り
三
回
の「
打

診
」（
一
月
下
旬
、
二
月
下
旬
、
三
月
上
旬
）
の
つ
ど
、

打
診
内
容
に
対
す
る
「
内
諾
」
と
い
う
形
で
校
長

意
向
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

の

 

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
、
校
長
の
「
内
諾
」

と
当
該
教
職
員
の
「
承
諾
」
の
混
同
、
そ
し
て
前

者
に
よ
る
後
者
の
蹂
躙
が
起
き
や
す
い
。「
打
診
」

に
際
し
て
校
長
が
本
人
の
意
向
を
確
か
め
も
せ
ず

に
、
本
人
に
な
り
か
わ
っ
て
無
断
で
異
動
案
を
こ

と
わ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
勝
手
に
承
諾
し
て
し
ま

た
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。 

っ

 

異
動
先
の
校
長
の
「
内
諾
」
に
つ
い
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
異
動
案
の
「
打
診
」
を
受
け
た
教
職

員
が
そ
れ
を
承
諾
し
た
の
に
、
次
回
の
「
打
診
」

な
い
し
「
内
示
」
の
時
に
「
破
談
」
に
な
っ
た
こ

と
を
聞
か
さ
れ
る
と
い
う
事
例
は
非
常
に
あ
り
ふ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
異
動
先

の
該
当
教
員
の
、
も
う
ひ
と
つ
先
の
学
校
へ
の
異

動
が
破
談
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
玉
突
き
現
象
と

し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
作
り

話
だ
。
事
実
は
異
動
先
校
長
の
「
内
諾
」
が
得
ら

な
か
っ
た
た
め
の
破
談
な
の
だ
。 

れ

 

校
長
た
ち
に
と
っ
て
、
転
入
者
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
知
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち

当
該
異
動
に
対
す
る
拒
否
権
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。逆
に
、知
ら
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

拒
否
権
が
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
こ
う
し
て

み
る
と
校
長
協
会
が
、強
制
異
動
者
に
つ
い
て「
異

動
先
の
校
長
に
事
前
の
打
診
を
」
お
こ
な
う
よ
う

執
拗
に
要
求
し
続
け
て
き
た
こ
と
の
本
当
の
理
由

あ
き
ら
か
だ
。 

も

 

彼
ら
は
、
た
ん
に
知
り
た
い
の
で
は
な
い
。
校

長
協
会
は
、
意
に
沿
わ
ぬ
異
動
を
拒
絶
し
、
管
理

職
員
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
教
職
員
異
動
を
意
の
ま
ま

に
操
作
す
る
権
限
を
要
求
し
て
い
る
の
だ
。 

「
校
長
意
見
」
の
開
示
請
求 

 

一
二
月
中
旬
、
校
長
ら
は
所
属
所
の
教
職
員
か

ら
提
出
さ
れ
た
「
異
動
に
関
す
る
希
望
調
査
書
」

の
記
載
事
項
を
「
教
職
員
の
異
動
希
望
調
査
一
覧

表
」に
転
記
し
た
う
え
で
、「
異
動
に
対
す
る
校
長

見
」
欄
の
記
入
作
業
に
没
頭
す
る
。 

意

 

今
年
三
月
、
複
数
の
教
員
か
ら
茨
城
県
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
平
成
五
年
茨
城
県
条
例

第
二
号
）
に
も
と
づ
い
て
、「
校
長
意
見
」
の
本
人

へ
の
開
示
を
求
め
る
請
求
が
出
さ
れ
た
。
県
教
育

委
員
会
は
、
次
の
理
由
で
開
示
を
拒
ん
だ
。 

「
人
事
異
動
作
業
は
必
ず
し
も
個
々
人
の
希
望
を

す
べ
て
受
け
入
れ
て
行
う
も
の
で
は
な
く
、
校
長

が
そ
の
学
校
の
人
員
構
成
や
個
々
人
の
希
望
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
う
え
で
人
事
異
動
に
係
る

意
見
を
記
述
し
、
そ
の
意
見
を
参
考
と
し
て
教
育

委
員
会
が
行
う
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
情

報
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
校
長
が
行
っ
た

個
々
人
に
対
す
る
評
価
や
考
え
が
明
ら
か
に
さ
れ
、

関
係
当
事
者
間
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
お
そ
れ
が

あ
る
。
ま
た
、
校
長
は
、
開
示
さ
れ
る
こ
と
を
念

頭
に
置
い
て
意
見
を
記
述
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

本
来
記
述
す
べ
き
適
正
な
情
報
が
え
ら
れ
な
く
な

る
お
そ
れ
が
あ
」
る
。 

 

開
示
を
求
め
た
教
員
ら
は
、
非
開
示
処
分
取
消

し
を
求
め
る
行
政
訴
訟
提
起
の
前
提
と
し
て
、
県

教
育
委
員
会
に
対
し
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く

異
義
申
立
て
を
お
こ
な
っ
た
。
現
在
、
県
個
人
情

報
保
護
審
議
会
（
加
藤
栄
一
委
員
長
）
が
事
案
に
つ

て
の
審
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。 

い

 

行
政
情
報
開
示
の
時
代
潮
流
に
逆
行
す
る
県
教

育
委
員
会
の
非
開
示
方
針
は
、
早
晩
撤
回
を
余
儀

な
く
さ
れ
よ
う
。
校
長
ら
が
、
開
示
さ
れ
る
こ
と

な
ど
あ
り
え
な
い
と
の
前
提
で
記
述
し
て
き
た

「
異
動
に
対
す
る
校
長
意
見
」が
開
示
さ
れ
る
時
、

教
職
員
人
事
全
般
に
わ
た
る
県
高
校
長
協
会
の
組

織
的
介
入
の
実
態
が
、
白
日
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。 

 
 
 
 
 

（
以
下
次
号
） 


